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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 6月 9日 (2004.6.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 銀 膜 は 紫 外 域 を 除 く 光 に 対 し て 優 れ た 分 光 反 射 特 性 を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
こ の よ う な 銀 膜 を 利 用 し た 光 学 フ ィ ル タ と し て は 、 例 え ば 、 特 開 昭 ６ ０ － ２ ５ ２ ３ ０ ３ 号
公 報 に 銀 膜 を 反 射 鏡 に 利 用 し た 光 学 フ ィ ル タ が 知 ら れ て い る 。 こ の 光 学 フ ィ ル タ は 、 銀 膜
を 紫 外 域 の 光 を 吸 収 さ せ る 一 方 、 他 の 波 長 帯 域 の 光 を 反 射 さ せ 、 さ ら に こ の 反 射 光 か ら プ
リ ズ ム を 利 用 し て 赤 外 域 の 光 を 遮 断 す る こ と に よ り 可 視 光 を 検 出 す る た め の 構 造 を 備 え て
い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 特 開 昭 ６ ０ － ２ ５ ２ ３ ０ ３ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 光 学 フ ィ ル タ は 、 反 射 鏡 に 銀 膜 を 利
用 し て い る が 、 こ れ は 吸 収 に よ り 紫 外 域 の 光 を 除 去 し て い る に す ぎ ず 、 紫 外 域 の 光 を 検 出
す る 紫 外 線 検 出 装 置 へ の 適 用 は 困 難 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ は 、 こ の 発 明 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 の 各 構 造 を 示 す



図 で あ る 。 図 １ （ ａ ） に 示 さ れ た 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ １ は 、 ア
ク リ ル 樹 脂 や 石 英 ガ ラ ス の よ う な 紫 外 線 に 対 し て 透 明 な 紫 外 線 透 過 部 材 ２ ０ と 、 該 紫 外 線
透 過 部 材 ２ ０ の 表 面 に 形 成 さ れ た 膜 厚 Ｔ の 銀 薄 膜 １ ０ （ 例 え ば 蒸 着 に よ り 形 成 可 能 ） を 備
え る 。 銀 薄 膜 １ ０ は 、 入 射 面 １ ０ ａ と 、 該 入 射 面 １ ０ ａ に 到 達 し た 光 の う ち 、 波 長 ２ ０ ０
ｎ ｍ ～ ４ ０ ０ ｎ ｍ 、 好 ま し く は 波 長 ２ ５ ０ ｎ ｍ ～ ４ ０ ０ ｎ ｍ 、 よ り 好 ま し く は 波 長 ３ ０ ０
ｎ ｍ ～ ３ ６ ０ ｎ ｍ の 特 定 紫 外 域 の 光 が 出 射 さ れ る 出 射 面 １ ０ ｂ を 備 え る 。 こ の 第 １ 実 施 形
態 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ １ に お い て 、 銀 薄 膜 １ ０ は 該 特 定 紫 外 域 を 除 く 波 長 の
光 に 対 す る 透 過 率 を １ ０ ％ 以 下 、 好 ま し く は ５ ％ 以 下 に 抑 え る べ く 、 ７ ０ ｎ ｍ 以 上 、 好 ま
し く は ８ ０ ｎ ｍ 以 上 の 膜 厚 Ｔ を 有 す る 。 な お 、 銀 薄 膜 １ ０ の 膜 厚 Ｔ は 、 該 特 定 紫 外 域 に 含
ま れ る 波 長 の 光 に 対 し 少 な く と も ５ ％ 以 上 の 透 過 率 を 確 保 す べ く 、 ２ ５ ０ ｎ ｍ 以 下 に 設 定
さ れ る 必 要 が あ る
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 図 １ （ ｂ ） に 示 さ れ た 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ は 、 膜 厚 Ｔ
の 銀 薄 膜 １ １ を 備 え る と と も に 、 該 銀 薄 膜 １ １ の 入 射 面 １ １ ａ に 紫 外 線 透 過 部 材 ２ １ ａ 、
該 銀 薄 膜 １ １ の 出 射 面 １ １ ｂ に 紫 外 線 透 過 部 材 ２ １ ｂ が そ れ ぞ れ 当 接 さ れ た 積 層 構 造 を 有
す る 。 な お 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ は 、 紫 外 線 透 過 部 材 ２
１ ａ 、 ２ １ ｂ の い ず れ か 一 方 の 表 面 に 銀 薄 膜 １ １ を 形 成 し た 後 、 該 一 方 と と も に 形 成 さ れ
た 銀 薄 膜 １ １ を 挟 む よ う に 他 方 を 該 銀 薄 膜 １ １ に 接 着 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
一 方 、 図 ７ は 、 複 数 波 長 （ ４ ０ ０ ｎ ｍ 、 ５ ０ ０ ｎ ｍ 、 ６ ０ ０ ｎ ｍ ） そ れ ぞ れ の 光 に 対 す る
銀 薄 膜 の 膜 厚 と 相 対 透 過 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 な お 、 図 ７ に お い て 、 相 対 透 過
率 は 、 透 過 ピ ー ク 波 長 ３ ２ ２ ｎ ｍ に お け る 最 大 透 過 率 を 基 準 （ １ ０ ０ ％ ） と し た 透 過 率 で
あ る 。 ま た 、 こ の 図 ７ に お い て 、 グ ラ フ Ｇ ７ １ ０ は 波 長 ４ ０ ０ ｎ ｍ の 光 に 対 す る 膜 厚 と 相
対 透 過 率 の 関 係 、 グ ラ フ Ｇ ７ ２ ０ は 波 長 ５ ０ ０ ｎ ｍ の 光 に 対 す る 膜 厚 と 相 対 透 過 率 の 関 係
、 そ し て 、 グ ラ フ Ｇ ７ ３ ０ は 波 長 ６ ０ ０ ｎ ｍ の 光 に 対 す る 膜 厚 と 相 対 透 過 率 と の 関 係 を そ
れ ぞ れ 示 す 。 銀 薄 膜 を 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ と し て 機 能 さ せ る た め に は 、 少 な く と も
波 長 ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の 光 に 対 す る 透 過 率 が １ ０ ％ 以 下 、 好 ま し く は ５ ％ 以 下 に 抑 え ら れ る
必 要 が あ る 。 こ の こ と か ら 、 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ に 適 す る 銀 薄 膜 の 最 小 膜 厚 は ７ ０
ｎ ｍ 以 上 、 好 ま し く は ８ ０ ｎ ｍ 以 上 必 要 で あ る こ と が 分 か る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ は 、 所 定 の 膜 厚 に 制 御 さ れ た 銀
単 層 に よ り 構 成 さ れ る た め 、 受 光 デ バ イ ス や 発 光 デ バ イ ス な ど 種 々 の 光 学 デ バ イ ス と 組 み
合 わ せ る こ と が 容 易 で あ り 、 以 下 の 説 明 で は 、 主 に 、 こ の 発 明 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ
ィ ル タ が 適 用 さ れ る 紫 外 線 検 出 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 こ の 発 明 に 係 る 紫 外 線 バ
ン ド パ ス フ ィ ル タ の 第 １ 及 び 第 ２ 応 用 例 と し て 、 当 該 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ が 適 用 さ
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れ た 紫 外 線 検 出 装 置 の 外 観 及 び 断 面 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 こ の 発 明 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ が 適 用 さ れ る 紫 外 線 源 に つ い て 説 明 す る
。 図 １ ２ は 、 こ の 発 明 に 係 る 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の 第 ４ 応 用 例 と し て 、 当 該 紫 外 線
バ ン ド パ ス フ ィ ル タ が 適 用 さ れ た 紫 外 線 源 の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 ５ 応 用 例 に 係 る 紫 外 線 源 ７ ０ は 、 図 １ ３ （ ａ ） に 示 さ れ た よ う に 、 キ セ ノ ン 、 水 銀 キ セ
ノ ン 、 ハ ロ ゲ ン 、 メ タ ル ハ ラ イ ド 等 の ラ ン プ 光 源 ７ ２ と 、 該 ラ ン プ 光 源 ７ ２ を 収 納 す る 容
器 ７ １ と 、 該 容 器 ７ １ に 先 端 部 分 が 固 定 さ れ た 光 フ ァ イ バ 等 の ラ イ ト ガ イ ド ７ ３ を 備 え る
と と も に 、 該 ラ イ ト ガ イ ド ７ ３ の 光 入 射 端 と ラ ン プ 光 源 ７ ２ と の 間 に 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ
ィ ル タ ７ ４ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 第 ５ 応 用 例 で は 、 図 １ （ ａ ） に 示 さ れ た 紫 外 線
バ ン ド パ ス フ ィ ル タ １ と 同 様 の 構 造 を 備 え た 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ ４ が 示 さ れ て い
る が 、 図 １ （ ｂ ） や 図 １ （ ｃ ） に 示 さ れ た よ う な 構 造 を 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ で あ っ
て も よ い 。 ま た 、 ラ イ ト ガ イ ド ７ ３ の 光 入 射 端 に 直 接 銀 薄 膜 が 形 成 さ れ た 構 造 で あ っ て も
よ い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 、 第 ６ 応 用 例 に 係 る 紫 外 線 源 ８ ０ は 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 さ れ た よ う に 、 キ セ ノ ン 、
水 銀 キ セ ノ ン 、 ハ ロ ゲ ン 、 メ タ ル ハ ラ イ ド 等 の ラ ン プ 光 源 ８ ２ と 、 該 ラ ン プ 光 源 ８ ２ を 収
納 す る 容 器 ８ １ と 、 該 容 器 ８ １ に 先 端 部 分 が 固 定 さ れ た 光 フ ァ イ バ 等 の ラ イ ト ガ イ ド ８ ３
を 備 え る が 、 こ の 第 ６ 応 用 例 で は 、 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ８ ４ が ラ イ ト ガ イ ド ８ ３ の
光 出 射 端 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。 な お 、 こ の 第 ６ 応 用 例 に お い て も 、 図 １ （
ａ ） に 示 さ れ た 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ １ と 同 様 の 構 造 を 備 え た 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ
ル タ ８ ４ が 示 さ れ て い る が 、 図 １ （ ｂ ） や 図 １ （ ｃ ） に 示 さ れ た よ う な 構 造 を 紫 外 線 バ ン
ド パ ス フ ィ ル タ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ラ イ ト ガ イ ド ８ ３ の 光 出 射 端 に 直 接 銀 薄 膜 が 形 成
さ れ た 構 造 で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】 　 以 上 の よ う に こ の 発 明 に よ れ ば 、 所 定 の 膜 厚 に 制 御 さ れ た 銀 薄 膜 に よ り
紫 外 域 を 除 く 波 長 の 光 に 対 し て 十 分 な 遮 断 効 果 を 有 す る バ ン ド パ ス フ ィ ル タ が 構 成 さ れ る
の で 、 従 来 の 光 学 デ バ イ ス と 組 み 合 わ さ れ る こ と に よ り 、 よ り 広 範 な 技 術 に 適 用 可 能 に な
る と と と も に 、 銀 薄 膜 の 膜 厚 が ７ ０ ｎ ｍ 以 上 、 好 ま し く は ８ ０ ｎ ｍ 以 上 か つ ２ ５ ０ ｎ ｍ 以
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下 に 制 御 さ れ る こ と に よ り 、 よ り 広 範 な 波 長 帯 域 に お い て 紫 外 線 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ と し
て 機 能 し 得 る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 図 ４ 】
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